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�e aim of this study was to investigate the factors contribut-
ing to the improvement of daily life skills in student nurses. A 
“Daily Life skills Scale” questionnaire survey was conducted on 

freshman and sophomore student nurses from A University. 
Four factors were found to be signi�cantly di�erent before and 
a�er their clinical practicum in fundamental nursing: “knowledge 
summarization” of personal situations; “positive thinking”; in-
terpersonal situations; and “interpersonal manner” of interper-
sonal situations. Freshman students demonstrated improved “in-
terpersonal manner”, “interpersonal skills ” and “knowledge 
summarization.” Sophomore students demonstrated improved 
“positive thinking.” �ese results suggested that clinical practi-

cum can lead to improved daily life skills. In�uencing factors in-
cluded the experience that a relationship was built upon based 
on personal manners, information collected and organized, a 
sense of ful�llment and satisfaction with the clinical practicum.

key words: life skills, undergraduate students of the nurse 
course，Clinical practicum

緒　　　言

近年の学生は機械化され，効率化された生活環境で成長
し，模倣や誰かに教わらなくても身の回りのことができる
生活実態である。日常生活行動が自分自身のために向きや
すく，他者のために何かするとか配慮することが少ない傾
向があると指摘されている（高井・茶碗谷・前垣・磁野・
泉澤・辻，2010）。また看護学実習において，他者への思
いやりやコミュニケーション能力，日常生活技術，ソー
シャル技術などの乏しさや困難さを感じている学生も多い
（川田・木村・木暮・小林・林・狩野，2006）。これらのこ
とは，「看護学生は看護職として療養生活支援に必要とな
る生活体験や多様な年齢層との対人関係構築の経験が乏し

い」ことを示唆していると考えられる。このような学生が
看護職としての実践力を身につけていくためには，学生生
活のなかで生じる問題に対して効果的に対処する能力「ラ
イフスキル」を身につけることが重要であると考えられる。
ライフスキルは，対人場面で展開される社会的スキルを
包括した心理社会的能力と位置づけられる，「日常生活の
中で生じるさまざまな問題や要求に対して，建設的かつ効
果的に対処するために必要な能力」(WHO， 1997)である。
島本・石井 (2006)は，ライフスキルを「行動や内面的な
動き」ととらえ，「効果的に日常生活を過ごすために必要
な学習された行動や内面的な動き」と定義し，体育の授業
や運動部の部活動におけるスポーツ経験がスキルの獲得の
要因であることを明らかにしている（島本・石井，2009；
島本・石井，2010）。
基礎看護学実習は看護教育の比較的初期に履修され，教
員にとって学生の成長を実感する機会でもある。したがっ
て，基礎看護学実習が学生のライフスキルの獲得の要因と
なりうると考え，基礎看護学実習前後の学生のライフスキ
ルの状態を明らかにし，ライフスキル獲得のための効果的
な指導方法について検討することにした。

方　　　法

研究期間：平成 18～22年。対象： A大学において平成 18～ 

22年度に基礎看護学実習Ⅰ（以下，基礎Ⅰ）あるいは基
礎看護学実習Ⅱ（以下，基礎Ⅱ）を履修した学生。調査時
期・方法：基礎Ⅰ・Ⅱの開始前および終了後に，無記名式
の質問紙を直接配布し，留置き法にて回収箱で回収。調査
内容：ライフスキルの獲得レベルを「計画性」「情報要約
力」「自尊心」「前向きな思考」「親和性」「リーダーシッ
プ」「感受性」「対人マナー」の八つの側面から評価する計
24項目から成る「日常生活スキル尺度」を使用した。こ
の尺度は，個人的スキル（「計画性」「情報要約力」「自尊
心」「前向きな思考」）と対人スキル（「親和性」「リーダー
シップ」「感受性」「対人マナー」）の下位尺度から構成さ
れている。倫理的配慮： A大学医学部医倫理審査委員会に
よる審査，承認を受け実施した。分析方法：「日常生活ス
キル尺度」は評定値が高いほど高得点に配点し，24項目
の合計点（以下，ライフスキル得点），個人的スキルの合
計点と，対人スキルの合計点，八つの側面それぞれの得点
を算出した。算出したおのおのの得点について，基礎Ⅰ・
Ⅱの前後で t検定を用いて比較した。
A大学における基礎看護学実習について：基礎Ⅰは，1年
後期 2月に 4日間，基礎Ⅱは 2年前期 8～9月に 9日間，
医学部附属病院において実施する。基礎Ⅰの目的は，「患
者を受け持ち，コミュニケーションや生活援助を通して患
者の入院生活および入院生活に対する思いを知り，生活上
の問題と看護の実際を学習する」である。基礎Ⅱの目的
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は，「患者の日常生活に関する援助について看護過程に
沿って実施・評価することを学ぶ」である。ともに患者 1

名を受け持ち，スケジュールおよび実習の内容を教員やス
タッフと検討・調整してケアに参加する。

結　　　果

5年間で回収された質問紙は，基礎Ⅰ前 55名，基礎Ⅰ
後 62名，基礎Ⅱ前 24名，基礎Ⅱ後 49名の計 190名であ
り，回収率は 38.7％であった。
ライフスキル得点の平均点は，基礎Ⅰ前 62.0±9.2点，

基礎Ⅰ後 65.1±8.6点，基礎Ⅱ前 62.0±9.0点，基礎Ⅱ後
65.5±8.4点であった。実習前後で t検定の結果，どちらも
有意な差は認められなかった。また，下位尺度での平均点
は Table 1のようであった。
基礎Ⅰ前後での比較：＜個人的スキル＞と＜対人スキ 

ル＞では，＜対人スキル＞において基礎Ⅰ後が有意に高
かった (t＝2.1, p＜0.05)。また，＜個人的スキル＞では，
「情報要約力」において基礎Ⅰ後が有意に高かった (t＝2.4, 

p＜0.05)。＜対人スキル＞では，「対人マナー」において基
礎Ⅰ後が有意に高かった (t＝2.1, p＜0.05)。
基礎Ⅱ前後での比較：＜個人的スキル＞と＜対人スキ 

ル＞において，有意な差は認められなかった。＜個人的ス
キル＞では，「前向きな思考」において基礎Ⅱ後が有意に
高かった (t＝2.7, p≦0.01)。

考　　　察

実習前後のライフスキルの変化とその要因
基礎Ⅰ後に＜対人スキル＞で向上が認められたことは，
初めて患者を受もつ実習経験が対人スキルに大きな影響を
及ぼすと推察された。看護学生も異世代との会話ができな
いことや敬語が使えない，挨拶ができないなどの問題が指
摘（高井他，2006）されている。本研究において，基礎Ⅰ後
に＜対人スキル＞のとりわけ「対人マナー」で差が認めら
れたことは，初めての実習である基礎Ⅰにおいて，日ごろの
友達や家族とのかかわりとは異なるマナーを必要とする経
験をしたことを示していると思われた。さらに，それらを踏
まえないと円滑な人間関係を構築し維持することができな
いことや，看護実践もできないことを学んだと考えられた。

また，「情報要約力」も基礎Ⅰ後に向上が認められた。
情報要約力は，大量の情報から重要な情報を選び秩序立て
て再構成する能力であり，患者を理解し，よりよい看護実
践につなげるための第一歩である。基礎Ⅰにおいて，コ
ミュニケーションを通して対象を理解することができ，そ
の経験によって患者の日常生活について系統的に情報を収
集し，要約するということが非常に重要であることを学ん
だものと推察された。
基礎Ⅱ後では，｢前向きな思考」において向上が認めら
れた。「前向きな思考」はWHO（1997）によると「スト
レスに対処するスキル」に相当し，島本・石井（2009）
は，「前向きな思考」が生きがい感の現状満足や意欲と正
相関があると報告している。今回の学生も，実習に対する
満足感や看護に対するやりがいといった意欲を感じ，「前
向きな思考」の向上につながったものと推察された。実習
期間が 1週間である基礎Ⅰに比較して基礎Ⅱの実習は 2週
間と長く，看護過程の展開や患者との主体的なコミュニ
ケーションを実感でき，実習に対する十分な満足感や充実
感を得られているためと考えられる。
効果的な指導方法の検討および今後の課題
今回の結果を踏まえて，人間関係の構築や情報収集・整
理能力の向上，学習への満足や充実感を得られるような効
果的な指導方法を検討していくことが必要である。
さらに，有意な差が出なかった基礎Ⅰにおける「前向き
な思考」や基礎Ⅱにおける「情報要約力」などについても
検討する必要性もある。
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Table 1　ライフスキル尺度得点

ライフスキル 
得点

個人的 
スキル

計画性 情報 
要約力 自尊心 前向きな 

思考
対人 
スキル

親和性 リーダー
シップ

感受性 対人 
マナー

基礎Ⅰ 実習前 
(n＝55)

29.1±5.8 7.4±2.2 7.3±1.5
*

7.0±1.8 7.4±2.5 33.0±5.0
*

7.7±2.0 6.3±1.9 9.3±1.6 9.8±1.9
*実習後 

(n＝62)
30.4±5.6 8.1±2.0 7.9±1.3 7.2±2.1 7.3±2.5 34.8±4.0 7.8±1.9 6.9±1.8 9.6±1.4 10.4±1.6

基礎Ⅱ 実習前 
(n＝24)

29.0±5.5 7.6±2.0 7.9±1.8 7.0±1.9 6.5±2.3
*

33.0±5.1 7.5±1.7 6.8±2.3 9.1±1.4 9.7±1.9

実習後 
(n＝49)

30.7±5.3 7.7±1.9 7.5±1.5 7.4±1.8 8.0±1.1 34.9±5.6 8.5±1.7 7.0±1.8 9.3±1.5 10.1±2.0

*: p＜0.05


